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日
頃
よ
り
教
育
学
部
の
取
り
組
み
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
よ

り
教
育
学
部
長
を
務
め
て
い
る
丸
山
恭
司
で
す
。

呉
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
実
家
か
ら
広
島
大
学
に
通

い
ま
し
た
が
、
最
後
は
米
国
の
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大

学
で
博
士
号
を
修
得
し
ま
し
た
。
専
門
は
教
育
哲

学
・
教
育
倫
理
学
で
す
。

　

本
会
報
で
は
、
九
月
の
後
援
会
総
会
以
後
に
教

育
学
部
が
実
施
し
た
三
つ
の
行
事
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
教
育
学
部
の
学
生
さ
ん
は
、
授

業
に
加
え
、
こ
う
し
た
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
高
い
視
座
を
得
て
く
れ
て
い
ま
す
。

IN
E

I

総
会　

昨
年
十
月
に
二
〇
二
四
年
度IN

EI

総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。IN

EI
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の
頭
文
字
を

取
っ
た
も
の
で
す
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育

学
部
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
日
本
か
ら
は
広

島
大
学
の
み
が
加
盟
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
広
島
大
学
の
他
に
、
次
の
十
大
学
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
（
ブ

ラ
ジ
ル
）、
ト
ロ
ン
ト
大
学
（
カ
ナ
ダ
）、
北
京

師
範
大
学
（
中
国
）、オ
ー
フ
ス
大
学
（
デ
ン
マ
ー

ク
）、
南
洋
理
工
大
学
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
ソ

ウ
ル
大
学
校
（
韓
国
）、ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
（
南

ア
フ
リ
カ
）、
ロ
ン
ド
ン
大
学
（
英
国
）、
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
校
（
米
国
）

で
す
。
い
ず
れ
も
そ
の
国
を
代
表
す
る
教
育
学

部
を
も
っ
て
い
る
大
学
で
す
。

　

二
〇
二
四
年
度
総
会
は
十
月
二
三
日
か
ら
二
五

日
の
三
日
間
で
開
催
さ
れ
、
二
三
日
と
二
五
日
は

教
育
学
部
の
前
身
で
あ
る
広
島
高
等
師
範
学
校
の

あ
っ
た
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
広
島
市
）
で
、

二
四
日
は
現
在
の
教
育
学
部
が
あ
る
東
広
島
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
い
ま
し
た
。
特
に
二
四
日
は
、
各
大

学
の
代
表
者
に
東
広
島
に
来
て
い
た
だ
き
、
本
学

教
育
学
部
の
教
職
員
・
学
生
の
皆
さ
ん
と
交
流
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
本
学
教
員
に
よ
る
、

平
和
の
た
め
の
教
師
教
育
に
関
す
る
基
調
講
演
に

始
ま
り
、
各
加
盟
大
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

ポ
ス
タ
ー
発
表
と
オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

そ
し
て
本
学
の
学
生
・
院
生
、
近
隣
の
高
校
生
が

加
盟
大
学
の
学
部
長
・
副
学
部
長
に
英
語
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
うIN

EI H
um

an Library

を
行

い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
各
大
学
の
先
生
方
か
ら

は
、
広
島
大
学
の
研
究
力
の
高
さ
、
学
生
さ
ん
の

積
極
さ
に
賞
賛
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
教
員
の
た
め
の
指
導
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー 

十
二
月
八
日
に
、
二
〇
二
四
年
度
「
高
等
学
校
教

員
の
た
め
の
指
導
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
セ

ミ
ナ
ー
の
目
的
は
、
高
等
学
校
教
育
の
現
代
的
課

題
や
教
師
の
専
門
性
を
追
究
す
る
た
め
の
有
益
な

知
見
を
、
教
育
行
政
・
学
校
現
場
・
大
学
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
提
供
し
、
そ
れ
ら
を
参
加
者
が

共
有
し
討
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
等
学
校
関

係
者
に
と
っ
て
豊
か
な
研
修
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
す
。

　

本
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
高
等
学
校
と
地
域
は

ど
の
よ
う
に
連
携
・
協
働
す
べ
き
か
？
―
学
校
の

規
模
や
立
地
、
学
力
等
の
側
面
か
ら
の
再
検
討
―
」

を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
独
立
行
政
法
人

教
職
員
支
援
機
構
理
事
長
の
荒
瀬
克
己
氏
に
「
高

等
学
校
と
地
域
は
ど
の
よ
う
に
連
携
・
協
働
す
べ

き
か
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
続
け
て
広
島
県
立
加
計

高
等
学
校
か
ら
「
芸
北
分
校
を
核
と
し
た
共
学
共

創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
―
地
域
に
お
け
る
学
校

と
の
連
携
・
協
働
の
意
義
と
は
―
」
と
題
し
た
実

践
報
告
、
広
島
県
立
日
彰
館
高
等
学
校
か
ら
「
吉

舎
地
区
に
お
け
る
日
彰
館
高
校
の
取
組
～
「
衆
縁

和
合
」
に
よ
る
「
縦
の
つ
な
が
り
」
と
「
横
の
つ

な
が
り
」～
」
と
題
し
た
実
践
報
告
、
長
崎
県
立
松

浦
高
等
学
校
か
ら「
新
し
い
普
通
科「
地
域
科
学
科
」

と
は
何
か
を
探
究
す
る
」
と
題
し
た
実
践
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
高
等
学
校
関
係
者
が
集

ま
り
、
ま
た
教
員
志
望
の
学
生
が
そ
こ
に
参
画
す

る
こ
と
で
、
学
び
合
う
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
教
育
賞　

一
月
三
十
日
に
第

三
十
三
回
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
教
育
賞
授
賞
式
な
ら

び
に
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
教
育
賞

は
、 “
民
衆
教
育
の
父
”
と
称
え
ら
れ
る
ス
イ
ス
の

思
想
家
で
あ
り
教
育
実
践
家
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ン
・

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
の
名
を
冠
し
、

そ
の
精
神
に
通
じ
た
優
れ
た
教
育
実
践
者
（
団
体
）

を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
宮
城
ま

り
子
氏
（
第
一
回
）
や
黒
柳
徹
子
氏
（
第
七
回
）

も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
十
三
回
と
な
る
今
年
度
は
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人

ワ
ー
ル
ド
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
セ
ン
タ
ー
名
誉

理
事
長
で
あ
り
、「
被
爆
教
師
」
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

森
下
弘
氏
に
受
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
は
十
四

歳
の
時
に
爆
心
か
ら
約
一
・
五
㎞
地
点
の
学
徒
動
員

先
で
被
爆
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
大
学
卒
業
後
、
高

校
教
師
と
な
り
被
爆
体
験
を
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
平
和
教
育
に
長
く
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
の
お
話
を
直
接
う
か
が
え
る
記

念
講
演
は
教
育
学
部
生
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
有

意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
行
事
は
い
ず
れ
も
教
育
学
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
是
非
一
度
、
教
育
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

世
界
に
認
め
ら
れ
社
会
と
つ
な
が
る

�

広
島
大
学
教
育
学
部

教
育
学
部
長
　
丸
山
　
恭
司

INEI 総会

高等学校教員のための指導力向上セミナー

ペスタロッチー教育賞

ご
訪
問
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
ど
も
の
様
々
な
取

り
組
み
を
ご
承
知
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

教
育
学
部
を
紹
介
す
る
動
画
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
参
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
左
の
バ
ー
ナ
ー「
教

育
学
部
動
画
集
」
か
ら
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。
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後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
学
部
で
は
、
よ
り
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
る
た
め
、
ま
た
卒
業
後
も
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

学
生
主
体
の
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
教

育
学
部
学
務
委
員
会
の
学
生
生
活
指
導
専

門
部
会
で
は
そ
う
し
た
活
動
の
支
援
・
指

導
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
主
体
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

　

後
援
会
の
皆
様
に
は
お
か
れ
ま
し
て
は
、

教
育
学
部
及
び
人
間
社
会
科
学
研
究
科
の

支
援
事
業
に
対
し
て
、
日
頃
よ
り
多
大
な

る
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
就
職
に
関
す
る
講
座
・
行
事
も
、
一

部
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
全
面
的
に
対

面
で
の
開
催
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
学
部
祭
（E-Storm

）
が
あ
り
ま
す
。

教
育
学
部
祭
は
例
年
、
大
学
祭
と
同
日
に

開
催
し
て
お
り
、
教
育
学
部
の
仲
間
た
ち
、

地
域
住
民
の
皆
様
や
子
ど
も
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
模
擬
店
や
ス
テ
ー

ジ
企
画
が
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

る
と
い
っ
た
大
変
盛
り
上
が
る
行
事
で

す
。
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
三
年
生
か
ら

選
出
さ
れ
た
実
行
委
員
長
を
ト
ッ
プ
に
据

え
、
一
五
〇
名
ほ
ど
の
学
生
が
い
く
つ
か

の
役
割
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
参
り
ま
し

　

ま
ず
五
月
に
は
、
学
校
長
や
教
員
採
用

状
況
に
詳
し
い
先
生
方
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、「
都
府
県
別
教
職
説
明
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
久
し
ぶ
り
の
対

面
で
の
開
催
と
な
り
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
先
生
方
が
来
学
さ
れ
、
二
十
一
の
分
科

会
会
場
に
分
か
れ
て
、
各
都
府
県
の
採
用

状
況
や
、
求
め
ら
れ
る
教
員
像
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
、
学
生
か
ら
の
質
問
に

直
接
答
え
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
を
設

た
。
自
分
た
ち
で
決
め
た
ル
ー
ル
を
、
自

分
た
ち
で
責
任
を
も
っ
て
守
り
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
学
生
た
ち
の
姿
や
、
普
段
か

ら
教
育
学
部
生
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
思

考
や
行
動
を
想
像
し
な
が
ら
学
ん
で
い
る

学
生
た
ち
が
、
直
接
子
ど
も
た
ち
と
触
れ

合
う
生
き
生
き
と
し
た
姿
に
、
教
育
学
部

祭
の
意
義
を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
は
残
念
な
が
ら

例
年
通
り
の
教
育
学
部
祭
を
実
施
す
る
こ
と

が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
年
々
多
忙
化
す
る

学
生
生
活
に
お
い
て
、
準
備
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
今

年
度
は
広
島
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

お
い
て
、
教
育
学
部
祭
で
予
定
し
て
い
た
、

い
く
つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
出
店
を
さ
せ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
九
月
の
後
援
会
総
会
で
は
、
保
護
者

の
方
々
に
向
け
て
、
就
職
情
報
支
援
資
料
室

の
杉
原
敏
彦
先
生
と
藤
原
雅
和
先
生
か
ら
教

員
採
用
試
験
の
最
新
情
報
や
教
育
学
部
学
生

の
就
職
活
動
状
況
、
同
資
料
室
に
よ
る
学
生

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
と
そ
の
積
極
的
な
活
用

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
十
二
月
に
は
、「
本
学
出
身
者
等
に

よ
る
教
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
催
し
ま
し
た
。

五
月
の
「
説
明
会
」
が
三
、四
年
生
対
象
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
一
、二
年
生
向
け

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、
小
中
高
の
学
校
現
場
で

活
躍
す
る
卒
業
生
を
お
迎
え
し
て
、
教
職
の

魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
を

踏
ま
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
参
加
し

た
学
生
た
ち
は
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
て
い

た
と
同
時
に
、
来
年
度
は
ぜ
ひ
教
育
学
部
祭

を
復
活
さ
せ
、
よ
り
多
く
の
学
生
に
こ
う
し

た
経
験
を
し
て
ほ
し
い
と
熱
く
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

来
年
度
に
向
け
、
学
生
生
活
指
導
専
門

部
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
踏
ま
え

た
教
育
学
部
祭
の
運
営
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
、
学
生
た
ち
の
議
論
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
予
定
で
す
。
今
後
も
学
生
一
人
一

人
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
学
生

生
活
支
援
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
参
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
、
教
育
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
く

な
る
一
方
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
講

師
の
先
生
方
の
お
話
は
、
そ
の
よ
う
な
現

状
を
憂
え
つ
つ
も
、
何
事
も
前
向
き
に
と

ら
え
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
ろ

う
と
す
る
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
が
う
か

が
え
る
も
の
で
あ
り
、
学
生
た
ち
も
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
学
部
・
研
究
科
に
お
い

て
は
、
学
生
た
ち
が
将
来
の
こ
と
を
不
安

に
思
う
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
大
学
で
の

学
び
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
引
き
続

き
の
ご
支
援
を
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

学
生
が
安
心
し
て
学
べ
る

�

環
境
を
つ
く
る
た
め
に

学

務

委

員

会

就
職
支
援
専
門
部
会
長
　
佐
藤
　
大
志

変
化
の
時
代
に
お
け
る

�

学
生
生
活
支
援

学
務
委
員
会
学
生
生
活

指
導
専
門
部
会
長
　
大
野
内
　
愛
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第
二
十
五
回
後
援
会
総
会
が
九
月
十
四

日
（
土
）
に
教
育
学
部
で
開
催
さ
れ
、
全

国
よ
り
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
が
来
校
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

挨
拶

　

一
、
瓜
生
八
百
実
後
援
会
長

　

二
、
丸
山
恭
司
教
育
学
部
長

役
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

　
　

会
長　
　

瓜
生
八
百
実

　
　

副
会
長　

竹
田　

史
朗

　
　

監
事　
　

大
塩　
　

俊

　
　
　
　
　
　

岡
本　

秀
隆

　
　

理
事　
　

西
川　

芳
幸

　
　
　
　
　
　

高
次　
　

薫

　
　
　
　
　
　

住
川　
　

誠

　
　
　
　
　
　

大
中　

正
樹

　
　
　
　
　
　

佐
橋　

貴
子

　
　
　
　
　
　

和
田　

愛
子

　
　
　
　
　
　

吉
田　

啓
二

　
　
　
　
　
　

高
松　

秀
樹

　
　
　
　
　
　

津
々
野　

悟

　
　
　
　
　
　

藤
岡　

悦
子

　
　
　
　
　
　

瀬
戸　

貴
彦
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　

駒
口　

晃
子
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
裕
子
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　

吉
原　

将
人
（
新
任
）

議
事
一
　
令
和
五
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら
決
算
報
告
書
に
基
づ
い
て

収
入
・
支
出
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
岡
本
監
事
か
ら
決
算
報
告
に

つ
い
て
適
切
か
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
旨
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
次
頁
に
掲
載
）

議
事
二
　
令
和
六
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

役
員
会
作
成
の
原
案
に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
次

頁
に
掲
載
）

そ
の
他

　

学
部
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
事
業

が
縮
減
さ
れ
た
影
響
に
よ
り
増
加
し
た
前

年
度
繰
越
金
を
有
効
活
用
す
る
方
策
と
し

て
、
す
べ
て
の
学
生
に
還
元
で
き
る
よ
う

学
部
内
の
環
境
整
備
の
提
案
及
び
支
援
の

依
頼
が
あ
り
、
来
年
度
以
降
、
具
体
的
な

予
算
計
画
を
策
定
し
て
提
案
す
る
旨
、
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
後

　

大
学
か
ら
の
情
報
提
供
と
し
て
、
教
育
学

部
就
職
情
報
資
料
室
の
杉
原
就
職
担
当
客
員

教
授
か
ら
教
員
採
用
試
験
の
早
期
化
の
動
向

や
採
用
状
況
に
つ
い
て
、
藤
原
就
職
担
当
客

　
第
三
十
三
回

�

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
教
育
賞
　

第
二
十
五
回
後
援
会
総
会

　

広
島
大
学
教
育
学
部
で
は
、
株
式
会
社
も
み

じ
銀
行
、
株
式
会
社
中
国
新
聞
社
の
支
援
を
得

て
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
ー
教
育
賞
を
創
設
し
、
今
日
、
我
が
国
の
極

め
て
困
難
な
教
育
状
況
の
中
で
、
優
れ
た
教
育

実
践
を
行
っ
て
い
る
個
人
あ
る
い
は
団
体
を
顕

彰
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
十
三
回
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
教
育
賞
は
、

Ｎ
Ｐ
О
法
人
ワ
ー
ル
ド
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・

セ
ン
タ
ー
名
誉
理
事
長
の
森
下 

弘
（
も
り
し
た 

ひ
ろ
む
）
氏
が
受
賞
さ
れ
、
一
月
三
十
日
に
学

士
会
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
と
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

森
下
氏
は
、
自
ら
の
被
爆
体
験
を
語
る
と
と

も
に
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
原
水

爆
意
識
調
査
や
平
和
教
育
の
教
材
・
副
読
本
作

成
な
ど
を
通
じ
て
、
高
校
教
師
と
し
て
被
爆
体

験
を
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
平
和
教

育
に
長
く
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
中
国
新
聞
記
者
の
田
中

美
千
子
氏
と
の
対
談
形
式
で
行
わ
れ
、
森

下
氏
は
、
一
四
歳
当
時
の
被
爆
体
験
か
ら

今
日
の
活
動
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
丁
寧

に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、教
職
に
就
い
て
し
ば
ら
く
は
、

自
ら
の
被
爆
体
験
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
聞
き
、
体
と
心
に
刻
ま
れ
た
傷
痕
の
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ご
自
身
の
子
ど
も
の
誕
生
を
機

に
証
言
活
動
を
始
め
ら
れ
、
世
界
平
和
巡
礼

で
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
元
大

統
領
と
の
面
会
や
ア
メ
リ
カ
の
教
科
書
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
原
爆
の
内
容
の
記
述
の

少
な
さ
に
触
れ
た
経
験
な
ど
か
ら
、
国
内
外

で
の
平
和
教
育
に
長
く
か
か
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
下
氏
は
、
九
四
才
の
今
日
ま
で
国
内
外

で
証
言
活
動
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
「
人
類
は
愚
か
で
は
な
い
。
決
し
て
過

ち
は
繰
り
返
さ
な
い
。
と
今
も
信
じ
た
い
。」

「
世
界
は
、
今
ま
た
深
刻
な
状
況
が
続
い
て

お
り
、
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
状
況
を

押
し
返
す
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
。」
と

の
力
強
い
訴

え
か
け
に
学

生
た
ち
を
は

じ
め
と
す
る

多
く
の
参
加

者
は
、
熱
心

に
聞
き
入
り

ま
し
た
。

総会風景（丸山学部長より説明）

員
准
教
授
か
ら
一
般
企
業
・
公
務
員
の
就
職

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
保
護
者
の
皆
様
は
、
各
コ
ー
ス

の
担
当
の
先
生
方
と
と
も
に
研
究
室
等
に
移

動
し
、
日
ご
ろ
学
生
を
直
接
指
導
さ
れ
て
い

る
先
生
方
と
就
学
状
況
、
就
職
、
進
学
な
ど

に
つ
い
て　

個
別
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
援
会
総
会
へ
ま
だ
ご
参
加
い
た
だ
い
た

こ
と
の
な
い
会
員
の
皆
様
も
是
非
一
度
、
後

援
会
総
会
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
気
軽

に
指
導
教
員
の
先
生
方
と
懇
談
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

記念講演の様子
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収　　　入 収　　　入
事　　　項 金　　　額 事　　　項 金　　　額
前年度繰越 11,414,900 前年度繰越 12,089,838 

会　
　
　
　
　
　
　
　

費

保護者会員

会　
　
　
　
　
　
　
　

費

保護者会員
【令和２年・３年度生】
　　学部生� 5名 74,392 　　学部生� 345名 5,168,663 

【令和４年度生】 　　大学院生� 28名 191,183 
　　学部生� 8名 118,631 　　専攻科生� 3名 8,544 
　　大学院生� 0名 0 

【令和５年度生】
　　学部生� 283名 4,242,009 
　　大学院生� 12名 82,023 
　　専攻科生� 2名 5,696 

【令和６年度生】
　　学部生� 49名 733,631 
　　大学院生� 16名 109,160 
　　専攻科生� 1名 2,848 
賛助会員 賛助会員
� 　　0名 0 � 　　0名 0 

小　　計 5,368,390 小　　計 5,368,390 
預金利息

71 71 � 普通預金
合　　　　　計 16,783,361 17,458,299 

支　　　出 支　　　出
事　　項 金　　額 摘　　要 事　　項 金　　額 摘　　要

事　
　

業　
　

費

就 職 開 拓 活 動 費 300,000 135,420 

事　
　

業　
　

費

就職開拓活動費 250,000 県教委・企業訪問旅費など
就 職 指 導 等 経 費 550,000 440,680 就職指導等経費 800,000 就職指導講話経費など
就 職 相 談 経 費 1,800,000 1,707,420 就 職 相 談 経 費 1,800,000 人件費（就職担当教員）
教 育・ 課 外 活 動 経 費 500,000 292,807 教育・課外活動経費 500,000 課外活動支援など
国 際 交 流 費 150,000 0 国 際 交 流 費 150,000 留学生との交流など
広 報 活 動 費 430,000 417,584 広 報 活 動 費 580,000 後援会報など
図 書 費 150,000 115,644 図 書 費 150,000 就職関係書籍など
雑 費 30,000 0 雑 費 30,000 

小　　計 3,910,000 3,109,555 小　　計 4,260,000 

運　

営　

費

会 議 費 80,000 57,250 

運　

営　

費

会 議 費 80,000 役員会・総会
通 信・ 連 絡 費 250,000 285,797 通 信・ 連 絡 費 300,000 会員などへの郵送費
事 務 費 60,000 61,041 事 務 費 60,000 消耗品購入
事 務 処 理 費 1,200,000 1,179,880 事 務 処 理 費 1,200,000 人件費（専従職員）
予 備 費 100,000 0 予 備 費 100,000 

小　　　計 1,690,000 1,583,968 小　　　計 1,740,000 
計 5,600,000 4,693,523 計 6,000,000 

次年度繰越金 12,089,838 次年度繰越金 11,458,299 
合　　　　計 16,783,361 合　　　　計 17,458,299 

　第25回後援会総会において、承認されました令和５年度決算・令和６年度予算は下記の通りです。

令和５年度　決算報告
� （単位：円）

令和６年度　予　　算
� （単位：円）
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●
教
育
実
習
（
小
学
校
）

教
育
学
部
　
第
一
類

初
等
教
育
教
員
養
成
コ
ー
ス
　
三
年

手
嶋
　
高
嶺

　

私
は
二
〇
二
四
年
八
月
二
八
日
か
ら
十
月
四

日
ま
で
五
週
間
、
広
島
大
学
附
属
小
学
校
一
部

三
年
で
の
教
育
実
習
で
、
実
際
の
児
童
の
様
子

や
先
生
方
の
立
ち
振
る
舞
い
の
見
学
や
、
教
壇

実
習
と
し
て
九
時
間
分
の
授
業
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
教
育
実
習
は
大
学
で
の
学

び
を
実
践
し
、
深
め
、
自
分
の
教
育
観
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
て
も
貴
重
な
機
会

で
し
た
。　
　

　

多
く
の
学
び
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、“
授
業
や
学
級
は
目
の
前
の
子
ど
も

と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
も
の
”
と
い
う
こ
と
で

す
。
以
前
は
、
児
童
の
学
び
の
た
め
に
は
、
自

分
が
考
え
用
意
し
た
道
筋
に
う
ま
く
乗
せ
、
理

解
で
き
る
よ
う
、
指
示
し
問
い
か
け
な
が
ら
活

動
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
児
童
は
私
た

ち
に
負
け
な
い
発
想
力
や
思
考
力
を
持
っ
て
お

り
、
自
分
で
学
び
、
学
級
を
作
る
力
が
あ
り
ま

し
た
。
私
が
行
っ
た
授
業
で
も
、
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
児
童
の
意
見
に
心
か
ら
「
確
か
に
！
」

と
思
わ
さ
れ
、
授
業
の
着
地
点
が
変
わ
る
こ
と

や
、
私
か
ら
の
投
げ
か
け
よ
り
も
児
童
同
士
の

気
づ
き
の
方
が
互
い
の
考
え
を
深
め
て
い
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
材
研
究
を
広
く
深
く
行
い
、
明
確
に
目
標

を
定
め
て
指
導
案
を
練
っ
て
い
く
こ
と
は
大
切

で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
児
童
と
一
緒

に
作
り
上
げ
る
と
い
う
視
点
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
実
習
を
通
し
て
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
学
び
が
得
ら
れ
た
の
は
、
私
た

ち
を
温
か
く
見
守
り
、
丁
寧
な
指
導
助
言
を
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
と
、
拙
い
私
た
ち
の
授
業
で

も
熱
心
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
児
童
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

●
教
育
実
習
（
中
・
高
等
学
校
）

教
育
学
部
　
第
二
類

技
術
・
情
報
系
コ
ー
ス
　
四
年

伊
藤
　
昭
碩

　

私
は
、
二
〇
二
四
年
九
月
二
日
か
ら
二

週
間
、
広
島
大
学
附
属
東
雲
中
学
校
で
、

九
月
十
七
日
か
ら
二
週
間
、
広
島
大
学
附

属
福
山
中
・
高
等
学
校
で
、
技
術
の
教
育

実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育

実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
の
中
か
ら
、

特
に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

広
島
大
学
附
属
東
雲
中
学
校
で
は
、
生

徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
東
雲
中
学
校
の
先
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
、
授
業
中
に
後
ろ
の
席

の
生
徒
が
つ
ぶ
や
い
た
内
容
を
拾
い
、
そ

れ
を
授
業
の
一
部
に
取
り
入
れ
る
姿
勢
を

意
識
し
ま
し
た
。
こ
の
対
応
に
よ
り
、
生

徒
は
「
自
分
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
、
活
発
に
授
業
に
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
柔
軟
な
や
り
取
り
が
、

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
よ
り
充
実

し
た
学
び
の
場
を
作
っ
て
い
る
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

広
島
大
学
附
属
福
山
中
・
高
等
学
校
で

は
、
授
業
の
導
入
部
分
が
特
に
印
象
的
で

し
た
。
例
え
ば
、
歯
車
と
ト
ル
ク
に
つ
い

て
学
ぶ
授
業
で
は
、
実
際
に
自
動
車
の
模

型
を
動
か
し
て
見
せ
る
工
夫
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
実
演
を
通
し
、
生
徒
た
ち
は
視

覚
的
に
理
解
を
深
め
、
授
業
に
対
す
る
興

味
を
強
く
引
き
出
せ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

映
像
や
文
字
だ
け
で
は
な
く
、
実
物
を
使
っ

た
導
入
は
、
生
徒
の
好
奇
心
を
刺
激
し
、

授
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
効
果
が

あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
後

に
生
徒
か
ら
「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
と

声
を
か
け
ら
れ
た
際
に
は
、
非
常
に
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
が
「
楽

し
い
」
と
感
じ
な
が
ら
学
べ
る
環
境
を
作

る
に
は
、
実
物
が
見
え
る
こ
と
が
重
要
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

教
育
実
習
を
経
て
、
生
徒
の
成
長
を
支

え
る
環
境
づ
く
り
や
授
業
の
工
夫
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
中
私
た

ち
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
温
か

く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
生
徒
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
実
習

教育実習（小学校）授業風景

授業風景
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就
職
情
報
資
料
室
よ
り

　
激
動
す
る
教
員
採
用
試
験
へ
の
対
応

─
天
の
恩
寵
は
君
に
あ
り
─

　

就
職
担
当
客
員
教
授

杉
原
　
敏
彦

　

一
昨
年
来
、
教
員
採
用
試
験
（
以
下
、「
教
採
」）

の
ス
キ
ー
ム
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

　

教
採
は
こ
れ
ま
で
、
四
～
五
月
に
出
願
、
七
月
に

筆
記
試
験
を
中
心
と
し
た
一
次
試
験
、
八
月
に
面
接

を
中
心
と
し
た
二
次
試
験
、
九
～
十
月
に
合
格
発
表

と
い
う
サ
イ
ク
ル
だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
、
大
枠
が
激

動
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
「
激
動
」
の
中
身
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

（
１
）
早
期
化
、（
２
）
複
線
化
、（
３
）
共
通
化
で

あ
る
。

（
１
）�

早
期
化　
　

文
部
科
学
省
（
以
下
、「
文
科
省
」）

は
、
一
昨
年
、
二
〇
二
四
年
に
行
わ
れ
る
教

採
一
次
試
験
の
実
施
期
日
を
六
月
一
六
日
の

標
準
日
と
す
る
よ
う
各
自
治
体
に
要
請
し

た
。
さ
ら
に
昨
年
来
、
二
〇
二
五
年
試
験
の

標
準
日
は
五
月
一
一
日
に
す
る
旨
提
言
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
自
治
体

の
中
に
は
一
次
試
験
の
日
程
を
七
月
か
ら
六

月
に
早
期
化
す
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
が
、
さ

す
が
に
五
月
実
施
に
踏
み
切
る
こ
と
を
公
表

し
た
自
治
体
は
ま
だ
少
な
い
。
そ
の
結
果
、

一
次
試
験
の
実
施
期
日
が
五
～
七
月
に
分
散

化
す
る
と
い
う
状
況
も
予
想
さ
れ
る
。

（
２
）�

複
線
化　
　

併
せ
て
文
科
省
は
各
自
治
体
に

対
し
て
、
教
採
を
複
数
回
実
施
す
る
こ
と
、

と
り
わ
け
大
学
三
年
次
生
で
受
験
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ

の
提
言
を
受
け
て
、
三
年
次
生
で
教
採
一
次

試
験
を
受
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
自
治
体
数

が
二
〇
二
五
年
度
に
は
四
十
前
後
に
の
ぼ
り
そ

う
で
あ
る
。
三
年
次
で
の
受
験
制
度
を
、
多
く

の
自
治
体
で
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
受
験
」
と
呼
ん

で
い
る
。
三
年
次
試
験
の
合
格
者
に
は
、
四
年

次
に
受
験
す
る
教
採
一
次
試
験
が
免
除
さ
れ
る

の
が
一
般
的
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
獲
得
を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
３
）�
共
通
化　
　

教
採
の
試
験
問
題
は
各
自
治
体

で
作
成
さ
れ
、
自
治
体
ご
と
に
問
題
が
異
な

る
の
が
通
例
で
あ
る
。
上
記
（
１
）、（
２
）
と

関
連
し
て
、
今
後
、
文
科
省
が
準
備
・
提
供

す
る
試
験
問
題
を
全
国
の
自
治
体
が
利
用
す

る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
想
定
さ
れ
る

問
題
の
種
類
は
、
一
般
教
養
、
教
職
教
養
及

び
専
門
教
養
等
従
来
一
次
試
験
で
実
施
す
る

学
科
試
験
で
あ
り
、
大
学
入
試
に
お
け
る
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
役
割
と
同
様
に
、
教

員
に
な
る
た
め
の
「
共
通
一
次
試
験
」
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

さ
て
、
上
記
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
進
行
す
る

中
で
、
教
採
を
受
験
し
よ
う
と
す
る
学
生
に
と
っ
て

重
要
な
の
は
、
教
採
一
次
試
験
の
実
施
時
期
が
早
ま

る
こ
と
と
三
年
次
で
受
験
で
き
る
と
い
う
変
化
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
急
激
に
起
き
て
い
る
こ
と

に
不
安
を
感
じ
る
学
生
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
人
た
ち
も
含
め
、
特
に
一
、二
年
次
生
に
言
っ
て

お
き
た
い
の
は
、
早
期
化
じ
た
い
は
本
学
学
生
に

と
っ
て
心
配
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
普
段
の
学
修
や
学
生
生
活
を
堅
実
に
積
み
重
ね

る
こ
と
が
ま
ず
一
番
の
教
採
受
験
準
備
な
の
で
あ

る
。

　

次
に
、
教
採
受
験
を
す
で
に
決
意
し
、
第
一
志
望

の
自
治
体
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
を
実
施
す
る
場
合
、

積
極
的
に
受
験
を
試
み
て
み
よ
う
。
準
備
が
で
き
て

い
な
い
、
成
績
に
自
信
が
な
い
な
ど
「
し
な
い
理
由
」

は
い
く
ら
で
も
思
い
つ
く
だ
ろ
う
が
、
準
備
不
足
は

誰
も
同
じ
。
練
習
の
つ
も
り
で
受
け
て
み
て
損
は
な

い
。
実
際
、
合
格
率
が
九
割
を
超
え
る
自
治
体
が
続

出
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
教
採
受
験
を
決
意
し
た
人
は

も
ち
ろ
ん
、
迷
っ
て
い
る
人
も
真
っ
先
に
取
る
べ
き

行
動
は
、「
就
職
情
報
資
料
室
」
を
訪
ね
る
こ
と
で

あ
る
！  

就
職
情
報
資
料
室
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
同
室
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
も
、
も
ち
ろ
ん
無
償
で
。
こ
の
部
屋

の
こ
と
を
早
く
知
り
、活
用
し
尽
く
す
の
が
一
番
だ
。

　

最
後
に
、
大
事
な
こ
と
を
教
え
よ
う
。
知
っ
て
の

と
お
り
教
員
採
用
試
験
の
競
争
倍
率
は
全
国
ど
の
自

治
体
を
見
て
も
今
は
極
め
て
低
い
。
し
か
し
、
教
員

退
職
予
定
人
数
の
今
後
の
推
移
か
ら
見
て
こ
の
よ
う

な
低
倍
率
状
況
は
十
年
は
続
か
な
い
。
自
治
体
に
よ

り
濃
淡
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
先
数
年
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
今
学
生
と
し
て
教
採
受
験
の
準

備
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
君
た
ち
は
、
ま
さ
に
絶
好

の
機
会
に
巡
り
合
わ
せ
た
と
言
え
る
。
私
は
教
採
を

目
の
前
に
し
て
い
る
君
に
こ
う
告
げ
た
い
。
天
の
恩

寵
は
君
に
あ
り
、
と
。
こ
の
機
を
逃
す
の
は
も
っ
た

い
な
い
、
と
。

【
就
職
情
報
資
料
室
が
提
供
す
る
主
な
就
職
支
援
】

・�

豊
富
な
就
職
関
係
資
料
（
全
国
の
過
去
の

教
員
採
用
試
験
問
題
集
）
の
閲
覧

・�

こ
れ
ま
で
の
先
輩
の
採
用
試
験
受
験
体
験

記
の
閲
覧

・
二
人
の
常
駐
教
員
に
よ
る
進
路
相
談

・
出
願
書
類
の
添
削

・
小
論
文
の
添
削

・
対
面
で
の
面
接
練
習

・
集
団
面
接
の
指
導

・
模
擬
授
業
の
練
習
・
個
別
指
導

・�
各
教
育
委
員
会
を
招
い
て
の
採
用
試
験
説

明
会
の
開
催

・�

同
じ
県
の
試
験
を
受
験
す
る
学
生
同
士
の

勉
強
会
（
県
人
会
）
の
組
織
・
指
導

…etc

就職情報資料室
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●
三
年
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
受
験
（
教
員
）

教
育
学
部
　
第
三
類

日
本
語
教
育
系
コ
ー
ス
　
三
年

安
藤
　
結
唯

　

私
は
広
島
県
教
員
採
用
試
験
の
大
学
三
年

生
チ
ャ
レ
ン
ジ
受
験
に
挑
戦
し
、
無
事
一
次

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
校

種
は
中
学
校
、
教
科
は
国
語
で
す
。
今
は
、

大
学
四
年
次
に
行
わ
れ
る
個
人
面
接
や
模
擬

授
業
と
い
っ
た
二
次
試
験
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
の
大
学
三
年
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
受

験
は
今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
受
験
区
分

で
す
。
三
年
次
に
受
け
る
筆
記
試
験
に
合

格
す
る
と
、
四
年
次
に
受
け
る
筆
記
試
験

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
私
が
こ
の
制
度
を
知
っ

た
の
は
二
年
次
の
二
月
で
す
。
三
年
次
に

一
次
試
験
に
合
格
で
き
れ
ば
、
二
次
試
験

の
準
備
が
余
裕
を
も
っ
て
行
え
る
と
思
い
、

受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
受
験
を
決
意
し
教
採
の
勉
強

を
始
め
て
も
、
受
験
日
ま
で
半
年
を
切
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
焦
り
や
自
分
の
勉
強
法

へ
の
不
安
は
拭
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
時
に
訪
ね
た
の
が
教
育
学
部
の
就
職
情

報
資
料
室
で
す
。
就
職
情
報
資
料
室
に
は
、

教
員
採
用
試
験
の
参
考
書
や
過
去
問
、
教

採
に
役
立
つ
雑
誌
や
書
籍
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
私
は
こ
こ
で
参
考
書
や
過
去
問
を
借

り
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
採
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
中

で
、
支
え
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
杉
原

先
生
で
す
。
先
生
は
長
年
に
わ
た
っ
て
教
育

に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
や
教
採
に
関
す
る
豊

富
な
知
識
を
も
と
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま

す
。
私
は
、
出
願
時
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
文
を

添
削
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
か
ら
の

ご
指
導
を
通
し
て
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

自
分
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
文
章
の
癖
を
直

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
就
職
情
報
資
料
室
を
活
用
し
た
こ

と
で
一
次
試
験
の
合
格
へ
の
道
が
開
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
教
採
へ
の
準
備
を
進
め
る

中
で
は
不
安
に
な
る
時
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
度
に
先
生
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
次
試
験
に
向
け
て
、

ま
た
資
料
室

の
力
を
借
り

な
が
ら
準
備

を
進
め
た
い

と
思
い
ま

す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

就
職
活
動
体
験
記

●
就
職
活
動
報
告
（
教
員
）

教
育
学
部
　
第
一
類

初
等
教
育
教
員
養
成
コ
ー
ス
　
四
年
　

 

池
田
　
　
誠

　

試
験
の
「
前
倒
し
」
や
「
三
年
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
の
実
施
な
ど
、
多
く
の
自
治
体
で
今

年
度
か
ら
教
員
採
用
試
験
の
内
容
や
方
法
が

変
更
と
な
り
、
私
を
含
め
た
多
く
の
学
生
が

試
験
に
対
し
て
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
不
安
の
解
消
や
試
験
対
策
に
役
立
っ
た

の
が
「
就
職
情
報
資
料
室
」
で
す
。
就
職
情

報
資
料
室
に
は
筆
記
試
験
対
策
の
様
々
な
テ

キ
ス
ト
や
面
接
対
策
に
役
立
つ
雑
誌
、
先
輩

方
の
体
験
記
等
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

自
由
に
借
り
て
試
験
対
策
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
就
職
情
報
資
料
室
に
行
け

ば
、
教
採
の
情
報
を
た
く
さ
ん
得
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
安
心
感
を
も
っ
て
試
験
対

策
を
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
志
望
者
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
る
杉
原
先
生
に
は
、
本
当
に
多

く
の
こ
と
を
手
助
け
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
生
は
高
校
で
校
長
を
務
め
ら
れ
て
い

た
り
、
多
く
の
自
治
体
の
教
育
委
員
会
と
積

極
的
に
連
携
を
と
ら
れ
て
い
た
り
す
る
の

で
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
特
に
、
先

生
に
願
書
の
添
削
や
面
接
練
習
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
言
葉
遣
い
や
現
代
の
教
育
の

動
向
を
踏
ま
え
て
内
容
の
添
削
を
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
先
生
の
経
験
等
を

う
か
が
う
中
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
学
に
は
「
県
人
会
」
と
い
う

同
じ
自
治
体
の
教
員
志
望
者
が
集
ま
っ
て
グ

ル
ー
プ
を
組
み
、
学
生
同
士
で
学
び
合
い
な

が
ら
教
採
対
策
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
あ

る
の
で
す
が
、
積
極
的
に
県
人
会
の
サ
ポ
ー

ト
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
各
自
治
体
に

合
わ
せ
た
情
報
提
供
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
面
接
指
導
に
も
応

じ
て
く
だ
さ
っ
た
り
な
ど
、
柔
軟
で
手
厚
い

支
援
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
試
験
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
教
採
に
合
格
で
き
た
の
は
、
杉
原
先

生
と
就
職
情
報
資
料
室
の
お
か
げ
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
就
職
情
報
資
料
室
を
活
用
し
て
、
教
員
採

用
試
験
の

対
策
に
取

り
組
ん
で

み
て
く
だ

さ
い
。

杉原先生と面談中

県人会の仲間と就職情報資料室で
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就
職
支
援

●
就
職
活
動
報
告
（
一
般
企
業
）

教
育
学
部
　
第
一
類
　

初
等
教
育
教
員
養
成
コ
ー
ス
　
四
年

篠
田
　
ひ
な
た

　

私
が
就
職
活
動
を
本
格
的
に
動
き
始
め

た
の
は
、
教
育
実
習
が
終
わ
っ
た
大
学
三

年
生
の
十
月
頃
で
し
た
。
し
か
し
、
教
育

学
部
で
就
職
活
動
を
し
て
い
る
友
人
が
少

な
く
、
他
学
部
の
友
人
が
夏
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
早
期
選
考
に
参
加
し
て
い
た
の

を
見
て
、
焦
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
何

か
ら
始
め
る
べ
き
か
も
わ
か
ら
ず
、
た
だ

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
教
育
学
部
の
就
職
情
報
資
料
室
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
企
業
担
当
の
藤

原
先
生
と
出
会
い
相
談
を
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
最
終
的
に
最
後
ま
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
面
談
予
約
を
行
い
相
談
し
た
際
、

自
己
分
析
を
深
め
る
こ
と
や
、
業
界
全
体

に
つ
い
て
幅
広
く
知
識
を
つ
け
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
、
自
分
が

何
を
し
た
い
の
か
、
ま
た
何
を
避
け
た
い

の
か
と
い
う
就
職
活
動
の
軸
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
考
え
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
将
来
像
が
明
確
に

な
り
、
そ
の
後
の
本
選
考
で
も
一
貫
し
た

軸
を
持
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
の
私
は
、
理
由
も
な
く
教

育
業
界
に
絞
っ
て
情
報
収
集
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、「
教
育
に
限
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
界
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
」

と
い
う
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
他

業
界
に
つ
い
て
も
学
び
始
め
、
こ
れ
ま
で

関
心
が
な
か
っ
た
業
界
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
や
知
識
は
、
就
職
活
動
中

だ
け
で
な
く
、
今
後
の
人
生
に
お
い
て
も

非
常
に
役
立
つ
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
、

今
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
選
考
で
は
実
践
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
に
加
え
、
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
い
た

だ
き
、
自
信
を
持
っ
て
面
接
に
臨
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
無
事
に
就
職
活
動
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
生
の
親
身
な
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
就
職
情
報
資
料
室
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

就職関連雑誌

就職情報資料室

●
就
職
指
導
講
話

教
育
学
部
　
第
三
類

国
語
文
化
系
コ
ー
ス
　
三
年

篠
原
　
結
女

　

国
語
文
化
系
コ
ー
ス
で
は
毎
年
秋
ご
ろ
に「
現

場
の
先
生
を
囲
む
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
同
コ
ー
ス
を
卒
業
し
、
現
在
学
校
現
場

や
教
育
委
員
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
О
Ｂ
・
О

Ｇ
の
方
を
お
招
き
し
て
、
学
生
に
向
け
て
お
話

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
企
画
で
す
。

　

第
一
部
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
総
合
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
杉
原
宏
之
先
生
に
ご
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
あ
げ

る
こ
と
の
重
要
性
や
、
学
校
は
児
童
生
徒
の
中

に
あ
る
、
な
り
た
い
自
分
と
現
実
の
自
分
の
隔

た
り
を
解
消
し
て
い
く
た
め
に
あ
る
場
で
あ
る

と
い
う
言
葉
は
特
に
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
教
師
と
し
て
の
心
構
え
と
し
て
、
教
育

的
愛
情
を
備
え
て
い
る
こ
と
や
教
科
の
指
導
力

な
ど
、
い
く
つ
も
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
私
が
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
想

像
力
の
豊
か
さ
で
す
。
学
校
と
い
う
組
織
の
一

員
と
し
て
、
生
徒
や
他
の
教
師
に
自
分
の
行
動

が
ど
う
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
常
に
考
え
て
行
動

を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
教
師
に
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
心
構
え
を
心
に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

第
二
部
で
は
、
お
招
き
し
た
先
生
方
と
学
生

た
ち
で
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
そ
れ
ぞ

れ
が
輪
に
な
っ
て
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
学
生
が
教
師
に
な
る
う
え
で
抱
え
て

い
る
疑
問
や
不
安
を
質
問
し
、
そ
れ
に
答
え
て

い
た
だ
く
形
で
話
が
進
み
ま
し
た
。
教
科
書

「
を
」
教
え
る
の
で
は
な
く
、
教
科
書
「
で
」

教
え
る
こ
と
に
重
要
性
や
、
教
師
と
し
て
の
一

日
の
生
活
な
ど
、
先
生
方
の
具
体
的
な
実
体
験

を
も
と
に
丁
寧
に
話
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と

で
、
日
頃
抱
え
て
い
た
疑
問
や
不
安
が
す
っ
と

解
消
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
務
年
数

や
学
校
種
、
学
力
層
の
異
な
る
学
校
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
複
数
の
先
生
方
と
話
す
機
会
を
得
た

こ
と
で
、
教
師
の
仕
事
が
臨
機
応
変
さ
と
柔
軟

性
が
必
要
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
教
師
と

い
う
職
業
が
、
生
徒
と
の
一
期
一
会
の
出
会
い

と
成
長
を
見
守
り
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
、
唯

一
無
二
の
職
業
で
あ
る
こ
と
に
も
改
め
て
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
現
場
の
先
生
を
囲
む
会
」
を
通
し

て
、
教
師
に
な
っ
た
際
の
心
構
え
や
イ
メ
ー
ジ

が
よ
り
鮮
明
に
な
り
、
教
師
に
な
り
た
い
！
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

現場の先生を囲む会



人
間
生
活
系
コ
ー
ス

人
間
生
活
系
コ
ー
ス

健
康
ス
ポ
ー
ツ
系
コ
ー
ス

健
康
ス
ポ
ー
ツ
系
コ
ー
ス
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コ
ー
ス
等
紹
介

コ
ー
ス
等
紹
介

　

本
コ
ー
ス
は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

知
性
と
実
践
力
を
涵
養
し
て
い
く
中
で
、「
教

師
」「
指
導
者
」「
実
践
者
」
の
立
場
と
し
て

資
質
・
能
力
を
存
分
に
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
年
次
は
、
各
種
目
の
基
本
的
な
運

動
技
術
や
知
識
の
習
得
が
授
業
内
で
展
開
さ

れ
て
い
く
中
で
、「
教
わ
る
者
」
か
ら
「
教
え

る
者
」
に
視
点
を
移
し
て
い
く
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
内
で
の
学
び
に
留
ま

ら
ず
、
登
山
・
キ
ャ
ン
プ
実
習
や
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
実
習
と
い
っ
た
野
外
活
動
の
授
業

も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
年
次
に

は
一
年
次
で
習
得
し
た
基
本
的
な
技
術
や
視

点
を
も
と
に
、
実
際
に
授
業
を
作
成
し
、
実

施
す
る
模
擬
授
業
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
各
授
業
に
お
い
て
作
成
し
た
指
導
案
の

添
削
を
先
生
や
Ｔ
Ａ
の
方
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、「
教
師
」
と
し
て
授
業
を
組

み
立
て
る
素
地
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

三
年
次
に
は
二
年
次
ま
で
で
得
た
学
び
を
も

と
に
教
育
実
習
を
行
い
、
理
論
と
実
践
の
往

還
を
行
う
中
で
、
自
身
の
「
教
師
」
と
し
て

の
力
量
や
指
導
観
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
教
育
実
習
後
に
は
研
究
室
へ
と
配
属
さ

れ
、
各
々
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
様
々
な
分

野
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
三
年
次

に
主
専
攻
の
教
育
実
習
が
あ
る
こ
と
で
、
四

年
次
に
は
副
専
攻
の
教
育
実
習
へ
の
参
加
や
、

教
員
採
用
試
験
、
就
職
活
動
と
い
っ
た
卒
業

後
の
な
り
た
い
自
分
を
実
現
す
る
た
め
の
時

間
が
豊
富
な
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
と
考
え
て

　

本
コ
ー
ス
で
は
、
人
間
生
活
教
育
学
、
食

生
活
科
学
、
衣
生
活
科
学
の
各
専
門
分
野
が

あ
り
、
日
常
生
活
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
現

象
や
課
題
を
捉
え
、
科
学
的
に
解
明
す
る
た

め
の
理
論
を
学
び
、
そ
の
理
論
に
基
づ
い
た

知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。
そ
の
習
得

し
た
知
識
を
生
か
し
、
体
験
的
な
学
び
を
通

し
て
、
自
身
の
生
活
に
生
か
す
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
ん
だ
こ

と
を
生
涯
学
習
や
学
校
教
育
の
場
で
も
活
か

し
、
生
活
の
質
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
こ
と

が
本
コ
ー
ス
の
特
徴
で
す
。 

　

私
は
近
年
注
目
さ
れ
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
が
、
家
庭
科
に
強
い
関
わ
り
が
あ
る

と
考
え
、
卒
業
研
究
で
「
生
活
体
験
を
通
し

て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
考
え
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
追
究
す
る
た
め
に
、
コ
ー
ス
が
東

広
島
市
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
「
の
ん

太
の
家
庭
科
室
」
を
関
係
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
企
画
運
営
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
、SD

Gs

や
リ
ペ
ア
に
つ
い
て
学
び
、
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ

チ
刺
繍
や
ダ
ー
ニ
ン
グ
刺
繍
な
ど
の
リ
ペ
ア

を
体
験
す
る
活
動
を
実
際
に
行
う
こ
と
を
通

し
て
、
自
身
の
生
活
や
考
え
方
を
見
直
す
と

共
に
、
生
活
の
質
を
上
げ
る
方
法
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
の
ん
太
の

い
ま
す
。
ま
た
、
中
高
の
保
健
体
育
科
の
教

員
免
許
だ
け
で
な
く
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
や
健
康
運
動
実
践
者
の
資
格
も
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
教
員
で
は
な
い
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
か
か
わ
り
方
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
卒
業
後
は
教
員
だ
け
で
な
く
、
公
務

員
や
一
般
就
職
、
大
学
院
進
学
と
い
っ
た
幅

広
い
分
野
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
ス
ポ
ー
ツ
で
切
り
開
く
力
が

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
秘
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
科
室
に
関
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
も

て
た
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
成
長
に
大
変
役

立
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
私
は
、
近
未
来
の
生

活
価
値
を
み
つ
め
る
重
要
な
教
科
で
あ
る
家

庭
科
の
教
員
に
な
る
立
場
か
ら
、
自
分
に
出

来
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
模
索
し
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

登山・キャンプ実習の様子

教
育
学
部　

第
四
類

健
康
ス
ポ
ー
ツ
系
コ
ー
ス　

四
年�

谷
口　

悠
真

教
育
学
部　

第
四
類　

人
間
生
活
系
コ
ー
ス　

四
年�

池
田　

彩
華 のん太の家庭科室

人
間
生
活
系
コ
ー
ス

人
間
生
活
系
コ
ー
ス

健
康
ス
ポ
ー
ツ
系
コ
ー
ス

健
康
ス
ポ
ー
ツ
系
コ
ー
ス



音
楽
文
化
系
コ
ー
ス

音
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我
々
は
な
ぜ
音
楽
を
学
ぶ
の
だ
ろ
う
か
？

人
間
と
は
、
音
楽
と
は
、
何
だ
ろ
う
？

　

音
楽
文
化
系
コ
ー
ス
で
は
、
こ
の
大
き
な

問
い
の
も
と
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
音
楽
を
愛

し
、
ま
た
音
楽
で
何
物
を
も
愛
す
る
方
法
を

学
ん
で
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
や
管
弦
打
楽
器
を

は
じ
め
と
し
た
専
門
の
演
奏
実
技
や
、
吹
奏

楽
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
っ
た
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
系
の
授
業
、
音
楽
教
育
学
や
日
本
音
楽
に

関
す
る
講
義
・
演
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、
学

生
一
人
ひ
と
り
の
目
的
に
合
っ
た
、
多
種
多

様
な
授
業
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
期
演
奏
会
、
ピ
ア
ノ
演
奏
会
や
室
内
楽
演

奏
会
、
オ
ペ
ラ
実
習
の
公
演
な
ど
、
本
コ
ー

ス
主
催
の
演
奏
会
の
運
営
は
全
て
学
生
が
主

体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
が
演
奏

を
し
な
が
ら
裏
方
の
仕
事
も
同
時
に
行
う
こ

と
は
正
に
“
二
刀
流
”
で
あ
り
、
学
生
た
ち

は
演
奏
技
術
の
み
な
ら
ず
、
他
者
と
協
働
的

に
関
わ
る
姿
勢
、
互
い
に
尊
重
し
合
う
精
神

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
は
る
か
遠
い
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
て
も
、「
人
類
史
上
、
音
楽
の
な
い
文
明
は

な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
音
楽
は

常
に
人
間
の
生
活
に
寄
り
添
い
、
共
に
発
展
・

進
化
し
て
き
ま
し
た
。
貧
困
、
紛
争
、
気
候

変
動
な
ど
、
国
際
的
に
見
て
も
平
和
と
は
い

　

本
コ
ー
ス
で
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、

工
芸
、
造
形
芸
術
学
、
造
形
芸
術
教
育
学
の
六

つ
の
領
域
を
理
論
と
実
践
の
双
方
向
を
通
じ
て

専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
、二
年

次
で
各
領
域
を
基
礎
か
ら
段
階
的
に
学
び
、
三

年
次
後
期
か
ら
は
最
も
関
心
の
あ
る
領
域
を
選

択
し
卒
業
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
コ
ー
ス
の
学
生
の
多
く
は
、
中
・
高
等

学
校
の
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
）
の
教
員

や
美
術
館
の
学
芸
員
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
美

術
に
関
わ
る
進
路
の
実
現
を
目
指
し
、
日
々

学
習
や
研
究
、
制
作
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
授
業
で
は
美
術
と
教
育
や
社
会

と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
表

現
活
動
の
実
践
を
通
し
て
、
美
術
作
品
を
つ

く
る
、
感
じ
取
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
よ
り
一

層
実
感
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
表
現
技
法

や
表
現
素
材
に
触
れ
て
表
現
の
引
き
出
し
を

増
や
し
、
美
術
を
社
会
に
役
立
て
る
た
め
の

資
質
・
能
力
を
養
い
ま
す
。

　

授
業
以
外
の
活
動
と
し
て
は
、
主
に
コ
ー

ス
主
催
の
展
覧
会
の
開
催
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
夏
頃
に
は
「
こ
で
ま
り
展
」、秋
頃
に
は
「
秋

美
展
」
を
開
催
す
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
学
生
の
授
業
作
品
や
自

主
制
作
作
品
な
ど
を
展
示
し
、
コ
ー
ス
以
外

え
な
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
今
こ
そ
音
楽

と
い
う
人
間
の
本
質
的
な
営
み
を
止
め
て
は

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。
学
生
た
ち
が

音
楽
を
通
し
て
親
し
く
な
り
、
共
に
演
奏
し

た
り
語
り
合
っ
た
り
す
る
中
で
信
頼
関
係
を

築
く
姿
を
見
て
い
る
と
、
音
楽
に
は
他
者
を

思
い
や
る
気
持
ち
や
平
和
を
希
求
す
る
心
を

喚
起
さ
せ
、
よ
り
よ
い
世
界
の
創
造
に
寄
与

す
る
力
が
あ
る
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

の
学
生
や
保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど
に
活
動

を
発
表
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
卒

業
制
作
展
に
向
け
て
展
覧
会
の
企
画
・
運
営

能
力
を
高
め
て
い
く
活
動
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
年
次
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
二
、三
年
次
の
学
外
研
修
で
は
、
様
々
な

美
術
作
品
や
伝
統
的
建
造
物
の
鑑
賞
や
見
学

を
行
う
な
ど
、
学
外
で
仲
間
と
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
美
術
に
触
れ
る
経
験
が
で
き
る
の

が
魅
力
で
す
。
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広
島
大
学
は
昨
年
二
〇
二
四
年
に
創

立
七
十
五
周
年
を
迎
え
、
最
も
古
い
前

身
校
で
あ
る
白
島
学
校
が
設
立
さ
れ
た

一
八
七
四
年
か
ら
数
え
ま
す
と
一
五
〇

周
年
に
な
り
ま
し
た
。「
広
島
大
学
創
立

75+

75
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
様
々

な
催
し
が
開
催
さ
れ
、
教
育
学
部
と
し

て
も
十
月
のIN

EI

総
会
・
交
流
イ
ベ
ン

ト
、
十
一
月
の
広
大
オ
ペ
ラ
二
〇
二
四

な
ど
在
学
生
の
み
な
ら
ず
学
内
外
の
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
就
職
情
報
資
料
室
か
ら
の
報

告
の
通
り
、
昨
今
の
教
員
採
用
試
験
を

取
り
巻
く
環
境
が
様
変
わ
り
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
教

師
を
目
指
す
学
生
た
ち
が
不
安
を
抱
か

ぬ
よ
う
、
就
職
情
報
資
料
室
に
お
い
て

正
確
な
情
報
を
収
集
し
て
、
多
く
の
学

生
に
き
め
細
や
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
十
五
回
後
援
会
総
会
で

も
丸
山
学
部
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
教
育
学
部
の
す
べ
て
の
学

生
が
有
効
活
用
で
き
る
教
育
環
境
整
備

に
つ
い
て
検
討
に
着
手
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
教
育
学
部
後
援
会
と

し
て
、
高
い
志
を
持
っ
て
入
学
さ
れ
た

学
生
の
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
大
学
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　就職活動を目の前にした学生から、「やりたいことがわからない」、「何に興味があるのかが見えない」とい
う悩みをよく聞きます。現在の新卒採用システムのもとでは、専攻や専門知識にこだわらずに様々な業界や職
種にチャレンジができます。
　見方を変えれば「自分がどうしたいのか」が分からなければ、就職活動は前に進めない仕組みともいえると
思います。
　一般的に新卒人材に求められる資質は「自ら考えて行動できること」です。興味がなければ行動することはム
リです。自分が何に興味をもてるかを知るためには、日々の学生生活の中で興味を育てることが重要になります。
しかし、手近なスマホで時間を費やすことに慣れてしまい、行動を起こすことを面倒と感じる学生が増えていま
す。例えば、就職情報資料室を利用する学生へ「この本は面白いとすすめてみる」とする。少しは興味が湧いて
も、やはり「面倒だ」と切り捨ててしまいます。それが繰り返えされて常態化すると、新しいものに興味や関心
を持つことが減ります。挙句の果てに、「何をやりたいか？」という答えを見つけられなくなります。
　思いつきは、実際に行動に移すことで価値はぐんと上がります。
そして新たな行動は、楽観性や自信、更なる興味を生み出してい
きます。どんな小さな興味でも、「面倒くさい」や「別にやらなく
ても」の一言で片づけず、まず私は行動に変えていくことが大事
ではないかと思います。
　学生のみなさん、これから就活準備をする中で、自分の新たな
面を見つけたり、社会・業界・企業の新たな面を発見したりする
ことが多くあります。どうぞ、楽しむ気持ちも忘れないでくださ
い。就職活動は、今後のキャリアプランを考えるうえでとてもよ
い経験になります。また、進路に向き合うなかでつらいと感じた
時は思い切った息抜きをしてください。そして何よりこの教育学
部就職情報資料室は、みなさん一人ひとりが希望する進路選択・
就職を実現できるよう、窓口相談をはじめ願書、エントリーシー
トの添削や面接練習など各種支援をおこなっています。まずは、
自分自身としっかり向き合うことから始め、それから少しでも早
めに就職情報資料室を訪ねてみてはいかがでしょうか。きっとそ
こには、あなたにとって「得する」何か有益な情報があると思い
ます。最後にもう一度伝えておきたいこと、就職活動のスタート
は行動に移すことです。
　この文章を読んでいる今すぐにでも始めてみましょう。

就職情報資料室より

就職活動は、「前向き人間」に変わること
― それは行動に移すことから始まる ―

就職担当客員准教授　藤原　雅和　　　　　　

就職相談中

就職情報資料室前で


